
令和元年度 第 2 回あまくさ創生実践会議 会議録 

 

日 時 令和元年１２月１９日(木) １０：００～１２：００ 

場 所 天草市民センター 展示ホール 

出席者 別紙「あまくさ創生実践会議 名簿」のとおり 

会議次第 

１ 開会 

２ 総合政策部長あいさつ 

３ あまくさ創生実践会議会長あいさつ 

４ 報告 

 令和元年度 第 1回あまくさ創生実践会議の会議録について 

５ 議題 

 天草市まち・ひと・しごと創生 第２期 総合戦略(素案)について 

 その他 

６ 閉会 

資 料 

【事前配布】 

・第１回 あまくさ創生実践会議 会議録 

・「人口ビジョン」と「総合戦略」の全体像 

・第２期 総合戦略(案) 

・人口ビジョン参考資料【合併後の旧自治体別動向】 

【当日配布】 

・次第 

・委員名簿 

・第２期 総合戦略の策定スケジュール(案) 

・第２期 総合戦略(素案)に対する意見書 

議題（議長：会長） 

 天草市まち・ひと・しごと創生 第２期 総合戦略（素案）について 

①基本目標１ 

事務局より総合戦略の概要及び基本目標１の概要について説明 

会 長：基本目標１については、産業の発展、雇用創出という総合戦略の根幹の一つになってい

る。指摘や意見など伺いたい。 

委 員：「森林保全活動団体」とはどのような団体か。また「新たな森林管理推進事業」とあるが、

放置されている森林を市が仲介し、生業としてできる森林は経営者につなぐシステム、

そうでない森林は市が自ら管理するシステムだったと思う。その視点を追加したほうが

よい。また経営の継続という視点で、例えば雑節を燻す際、広葉樹を薪として使用する

などの手立てを考えていただきたい。関係者でも考えていきたい。 

事務局：「森林保全活動団体」とは、熊本県森林組合連合会が実施している「熊本県森林山村多面

的事業」の認定団体数。地域協議会が中心となった民間活動組織が実施する地域の森林

の保全等の取り組みに対して一定の費用を国・県・市が支援していく事業であり、補助

率については、国 75%、県 12.5%、市 12.5%。 

森林施業に係る国・県の補助事業は対象森林がほとんど人工林であり、天然林（自然林）

を対象とした事業は少なく、本事業は「住民自らが取組む活動」という点からも非常に

重要な事業として位置付けている。 

本事業の認定団体活動において、薪生産者による資源エネルギーの推進も行っている。

雑節等に使用される薪業者への支援については、検討させていただく。 
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目標値については、これまで３団体だったが、現状６団体の認定が予定されている。こ

れからも旧市町単位で推進を続けていくことから、１０団体と設定している。 

「新たな森林管理推進事業」については、新たな森林経営管理法の策定に伴いこれまで

手入れの行き届いていなかった森林の管理について、その所有者に自らの森林に対する

意向を調査し、市町村が仲介役となり「森林経営に適した森林」は意欲と能力のある林

業経営体に、「経済ベースに載らない森林」については市町村自らが行ってまいります。 

委 員：宿泊施設の減少については、事業継承等の課題もあると思うが、歯止めをかけるための

具体的な施策はあるか。 

事務局：平成１８～２８年まで約３０軒減少。観光の受け入れ体制を検討するうえで現状不足し

ており課題として認識しているが、具体的な施策については今後詳細に詰めていく。 

委 員：観光だけでなく、事業者でもあるため産業部門とも連携した施策が必要。 

事務局：宿泊施設に限らず、事業承継は非常に重要。今年度、商工会議所、商工会に事業承継の

実態等についてのアンケート調査やセミナー等を実施している。最近では、やめた民宿

を移住者が引き継いだという好事例もある。今後も、関係機関と連携しながらスムーズ

な事業承継ができるよう取り組んでいきたい。 

委 員：集落営農法人については、全国的に運営がうまくいっていない。うまくいっているのは

３割程度。設立当時のメンバーの高齢化が問題。現在、ほとんどが７０～８０歳代での

運営が現状、その手立てが課題。また、市と農協で担い手センターを作り対策に取り組

んでいるが、それでも新規就農者の目標値のハードルが高い。目標値の根拠はあるか。 

事務局：集落営農法人の目標値については、各年度１法人設立を目指した数値としている。経営

安定化支援事業等で支援をしていくが、支援の在り方等については、関係者と協議しな

がら進めていく。新規就農者の目標値については、総合計画でも指標として掲げており

年間２２人を目指して取り組んでいる。現状、難しいと感じている部分もあるが、目標

値に向かって努力していきたい。 

委 員：法人については、機械の導入などに補助をいただいている。また農協独自で協議会を立

ち上げ横の連携もとっているが、高齢化が一番大きな課題。担い手をどうするかという

ことを危惧しているため、担い手サポートセンターを共同で立上げ、新規就農する方を

営農組合に預け地域に溶け込んでもらうやり方を行っている。ただ、営農法人をどのよ

うに５０～６０歳代の方に受け継いでもらうかという方策が必要と思うが、どのように

考えているか。 

委 員：集落営農の組織化は、１９００年代後半からの取組みであり、高齢化により社会情勢が

変わってきている。例えば農協とタイアップして人材バンクみたいなものを取り入れる

とか発想を変える必要がある。組織として取り組まないと立ち行かなくなる。意見とし

て担当課に伝えていただきたい。 

事務局：担当課につなぎ、検討していく。 

会 長：検討だけでなく、施策への反映もお願いする。 

委 員：人口減少は避けられないため、地産地消には限界がある。外貨を稼ぐ必要があるため、

天草物産公社がその役割を担っている。コネクターハブ企業として、牛深の雑節や養殖

業なども考えられるが、市全体の地域商社的な企業の育成についての考えを聞きたい。 

事務局：市としては、外貨を稼ぐために宝島物産公社を中心として都市圏のバイヤーを招聘し、

先日も大商談会を開催したところである。物産公社を通じて取引されているところは、

自立するための育成が大切と考えており、それを担っていただける事業者については支

援していきたい。そのために、中小企業持続化補助金等の制度を活用しながら、商工会

議所、商工会と連携しながら、各地域で自立していけるように事業者の育成等を進めて

いきたいと考えている。 

委 員：天草を支える産業の中に「建設産業」が入っていないのはなぜか。 

事務局：地方創生に取り組む中で、特色のある取り組みをピックアップして記載している。建設
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業を除いているということではない。 

委 員：天草を支える産業の中に、建設業が入っていないと誤解される恐れもある。 

会 長：説明の中でコネクターハブについて話があった。様々な産業があるが、意図的にコネク

ターにあたる部分を考えてあり、総合戦略として取り上げてあるからこそ特色があるも

のになっている。ハブの部分でも、重点的に取り組んだほうが地域の資金循環が促され

るものを取り上げてある。天草市の総合戦略の設定としては、業種を選ぶというよりも、

コネクターハブとして機能しやすくするための課題を探し進めていくものであり、テー

マ設定をしていく。その認識で間違いないか。 

事務局：見解のとおり。 

会 長：そのような観点のため、業種が該当しないから関係ないということではない。例えばハ

ブとして雇用を高めながら地域循環ができるようなタイプの産業として、もう一段進化

したいからこのような展開があるのではないかなどの議論ができるとこの会議体の意

味合いがもう一段高まる。そのような視点でも構わないので、ほかに意見はないか。 

<意見なし> 

次の議論である「ひとの流れ」の中でも、雇用について関連性はあるので、その中で意

見していただいても構わない。 

②基本目標２ 

事務局より基本目標２の概要について説明 

会 長：意見書として提出されているものは、ここで出された意見として取り扱うが、その点に

ついてもう少し議論が必要なものも含め、意見をお願いしたい。 

意見書は欠席された委員からのものと考えてよいか。 

事務局：見解のとおり 

会 長：天草市の総合戦略として、Ｕターンについて、Iターン・Jターンとはわけて、もっと明

確に打ち出すべきである。Ｉターン、Ｊターンもあるが、天草市の場合は、Ｕターンこ

そ、今、意図的にやるタイミングである。もちろんＪＩターンで引き寄せることも重要

だが、出身者や地元中高生などが１回外に出ることはやむを得ない側面があり、大学や

就職による外での経験も必要。その際、天草のように人も含め良い風土があると、帰っ

て来たいという気持ちが高い。その時に、希望に応えられるような社会の仕組みづくり

が必要。一方で、個々の方が「帰ってこなくていいよ」みたいなことをつい言ってしま

う場合もある。「帰ってこい」と言いづらい面もあると思うので、地域をあげて「帰っ

てこい」と言ってあげることも重要。地域とのつながりが薄くなってしまい、帰りたく

ても帰れない現象も起こっている。それが、東京など都市部への集中にもつながってい

る。地域こそ声掛けをして、戦略や政策、仕組みづくりなど必要なことをしていかない

と、変わらないテーマになってしまうため、意識的な取組、テーマ設定が必要。どれだ

け戻って来たか、帰りたいとの意向がどれだけあるか、などの指標も重要。取組につい

ては、行政だけではできない。例えば金融機関の活動や、雇用の情報を伝えやすくする

など、色々なことをやっていかないと進まないテーマでもあるため、意識的にテーマを

持った方が良い。Ｕターンについては、卒業直後に帰ってくるとのイメージがあるが、

例えば１０年後に帰ってくるなど、もっと後でもよい。その時期にどのような支援がで

きるのか、と言うことが具体的なテーマになってくる。転職が当たり前になっている時

代に、天草を意識してもらうためにどういう取組をするのか、総合的な戦略が必要。Ｕ

ターン戦略については、埋没させず、柱を立ててもっと明確に打ち出した方が良い。鹿

児島県長島町では行政と金融機関や商工会が連携し「ぶり奨学プログラム」を実施して

いる。富山県氷見市では同プログラムの取組みが行われ、利用者のうち約６割が戻って

きていると聞いている。総合的なプログラムとして打ち出し、地域を挙げてＵターンに

取り組んでいることが伝わりやすくなっており、帰って来ようという想いも強まる。 
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事務局：Ｕターンについては、産業部門も含め現在検討を進めているが、具体的な事業として掲

載できるまでに至っていない。若者世代のＵＪＩターンの部分については、政策を見出

しながら記載内容も考えていきたい。 

委 員：Ｕターンについては、親が「帰ってこい」と言えばよいが、自分も含め現実はなかなか

そのように言わない。帰ってこい、と言うからには「仕事」と「住まい」が必要。例え

ば住まいの改修を金融機関が低金利で支援するなど、帰ってくる道筋をつくることが重

要。 

会 長：住まいの支援策は重要。長島町のぶり奨学プログラムでも、Ｕターンの支援プログラム

を推進していくと、住まい(家)の支援が必要になってくる。長島町では、Ｕターンのみ

を想定したものではないが、コーディネーターの活動のもとで、金融機関や不動産業者

と連携した、空き家定住のプログラムを実施している。長島に雇用があったとしても、

橋が架かっているため、長島に住まず、（不動産情報が分かりやすい）阿久根や出水に

住んでしまうことも起きていた。そこで、地元に住んでほしいということから、不動産

業者を誘致することや、空き家を地域と連携して探し、建設事業者がリノベーションし

ていく空き家対策などを行うこと、そこに金融商品を提供することなどの仕組みになっ

ており、様々な相乗効果を生み出している。そういうことにつなげるためにも、Ｕター

ンを意識した取組みは重要であり、「Ｕ」と「ＪＩ」は混ぜない方がよい。新しい人に

やってもらうことも大切なことだが、Ｕターンであれば事業継承にもつながりやすい。 

事務局：市外に出た後、天草の企業情報が必要とする人に伝わらないと言う点が課題と認識して

いる。次年度から「天草未来人材育成・就職促進事業」の中で、市内の優良企業の情報

を市外に出られた方に伝わる仕組みづくりに新たに取り組んでいく。あわせて地元の保

護者にもその情報が分かるようにしていきたい。合同企業説明会では、市内の企業を知

っていただくことも重要であるため、高校生だけでなく保護者にも来ていただくよう学

校等を通じて働きかけをしていく。 

住まいの確保については、住宅リフォーム助成事業により支援しており、活用していた

だきたい。親元就業の支援については、国にはない制度であり本市独自で取り組んでい

る。他にも起業創業の支援に加え、プログラミング講座などＩＴを活用したスキルアッ

プ環境の整備にも取り組んでいく。全体的な施策の中で連携していきながら、総合的に

取り組んでいきたい。 

会 長：最後の「総合的」という部分がポイント。総合的なパッケージとして機能させることで、

成果が出ることになる。そのために、Ｕターンが活発かどうかなど、目標を明確に掲げ

る方が良い。色々な施策があるということはとても魅力的なため、総合力を発揮してい

ただきたい。 

委 員：地域おこし協力隊活動推進事業は、外部からの視点も重要であるため、重要なこと。た

だ、受け持つ範囲が広すぎて、持っている力を十分に発揮できているのか疑問に思う。

事業の推進は結構だが、中身をもう一度精査していただきたい。産業政策課に配属され

ている方は、ミッションがはっきりしているが、地域おこしの部門にいる隊員は、ミッ

ションがはっきりしておらず、もう少し明確にしてほしいとの声もある。受け持ち範囲

を少し狭めてやらないと、あまりにも広すぎてどこからどう手を付けていいか分からな

いというのが本音だと思う。隊員が力を発揮でき、それぞれの地域が元気になるような

仕組みづくりが必要。 

もう 1 点は、未来の大人応援プロジェクト。自分たちが推進している取組みになるが、

ここに挙げていただいたことで、この事業がよりやりやすくなってくると思う。自分た

ちも何とかこの事業の成果を出していきたい。今後ともよろしくお願いしたい。 

事務局：地域おこし協力隊の活動推進事業については、各支所に 7名、まちづくり関係というこ

とでまちづくり支援課にも 1名任用させていただいている。倉岳・栖本両地区を 1名で

担当しているなど、広すぎると感じるところもある。牛深地区も 1名となっている。各
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支所において、いろいろなご意見をいただいており、隊員が十分な力を発揮できるよう

再度事業を見つめ直していきながら、3年後には定住につながるような活動もしていた

だくということで話しをしている状況。 

委 員：支所より、もう 1つ下の単位、牛深でも地区ごとに違いがあるため、できれば地区を絞

って活動をしてもらうと実力が発揮できるのではないか。そういうことを含めて今後検

討していただけるとありがたい。 

会 長：協力隊や移住についてもそうだが、誰と何をするかということが重要。何をする、とい

うのは言いやすいが、この人たちとこういうことができる、ということが魅力的になり

共感を得ることができる。協力隊の支援を役所や地域でどうやっていくか、いろいろな

方と一緒にやっていく、協力体制をつくっていくことが大切。 

事務局：地域おこし協力隊のまちづくり分野においてご指摘の部分もあるが、まちづくりチャレ

ンジ支援交付金事業において各地区振興会が新たに取り組む事業について隊員が中心

になってアイデアを掘り起こし申請する流れとなっており、成果につながっている部分

もある。まちづくり支援課に配属の方については、情報発信に取り組んでいただいてお

り、ホームページの閲覧数も増えている状況。各地区振興会がどのような取り組みをし

ているか、またホームページが未更新の地区振興会に出向いて働きかけを行うなどの取

組みをしている。 

未来の大人応援プロジェクトについては、地元に根差した人材の育成として、まずは地

域の魅力や宝を知ってもらい取組を進めていく。今年度、天草拓心高校の生徒が部活動

として立ち上げ継続的な取組みができるようになった。また、総務省の地域力創造アド

バイザーの助言を受けながら、今後進めていく天草の食材を使った防災食づくり、オリ

ジナルギフトを作成し資金集めをしながら進めていく。今後も、ここに記載のテーマに

沿って進めていきたい。 

③基本目標３ 

事務局より基本目標３の概要について説明 

委 員：婚活について、以前どこかの部署で実施していたと思うが、弊社でも何度か取り組んだ

もののうまくいかなかった。その後の活動の中でカップルができたのかどうかなど、現

在の状況を教えてほしい。 

事務局：婚活事業については 2年目であり、男女共同参画の視点を持った業者に委託して、セミ

ナー、イベントを開催しており、その中でのカップル数を記載している。毎回、カップ

ルは成立している状況。 

委 員：定期的に実施しているという状況か。 

事務局：年に２回行っている。 

委 員：その後の活動が伝わってこない。どのような形で募っているか。 

事務局：市政だよりやみつばちラジオで情報発信している。受付は業者になる。婚活実施の地区

振興会のグループの中で、イベントをしていただいている状況。 

委 員：農業者の中でも、上は５０歳くらいの方もおり、どうしようかと考えている。また、い

ろいろと話を伺わせていただきたい。 

会 長：カップル成立数については、現状と同じ目標になっている。人が減るからという見方も

あるが、どのような課題を認識していて、質的にどのような改善をしていくのかを明確

にするべき。例えば、今の話の中でも、農業の分野ではこういう課題があるなど、具体

的な特定分野での課題や改善の考え方や、連携体制として、例えば、今まではこういう

やり方だったが、今後は、若い方をよく分かっている団体などと組まないと成果が出に

くいと課題認識や改善の考え方などを明確にすべきである。具体的なことをやることで

この数字を維持していきたいということだと思うので、質的な改善をぜひやっていただ

きたい。今が悪いということではなく、常に試行錯誤を繰り返し質的な改善をお願いし
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たい。農業などはいろいろな工夫があり、より魅力が伝わるようにしていくやり方が必

要だと思う。 

事務局：セミナーやイベントをする中で、観光や自然を対象にするなど、いろいろな分野でセミ

ナー等をしていこうと考えている。 

会 長：ぜひお願いしたい。カップル成立などは、以前は勝手にやればという感じだったが、行

政が動いて、どんどんやる時代になってきている。一種のおせっかいかもしれないが、

おせっかいは意図的にやらないとできないことも多い。この実践会議も声掛けしやすい

体制だと思うので、事務局からもどんどん声掛けをして協力を依頼するのもお願いでき

ればと思う。 

おせっかいと言えば、先ほどＵターンの話をしたが、「おせっかいのまち宣言」した町

がある。この町でも、ぶり奨学プログラムから学び、Ｕターンのプログラムに参加して

いる子供たちには、例えば奨学ローンとして金融機関から低利で貸してもらう仕組みな

どをつくっているが、さらに行政職員の中でも担当職員が一人一人に担当として付いて、

コンシェルジュどころかコーディネーター以上のことをしようとしている。度々会いに

行き、状況を確認しながら、個々人に合わせたＵターンの支援施策を展開していこうと

考えている。また、サービスに関わる分野の企業がお客さんの声を聴きながら改善する

のと同じ発想で、そういった個々の方に寄り添う活動から施策のヒントを得ることにも

なる。 

あと、最初にご説明いただいたとおり総合戦略とは、まち・ひと・しごとの好循環とい

う影響しあう工夫が必要。その際には、子育てしながら働けるなど、働き方改革の意味

合いでの仕組みづくりも重要で、そういう仕組みがある地域は移住や定住で支持されや

すくなる。安心して出産や子育てにも臨みやすい。そもそも、働き方の多様化・複業化

が求められる時代である。例えば、子育ての段階によって、柔軟性がある方が良い。働

き方の多様化や複業化という形でいろいろな仕事を組み合わせながらやることが重要

な時代になってきている。子育て時期に限らず、Ｕターンなどいろいろな方々が、自分

のなりわいとして拘っていきたい活動を育てながら、地域で働けるなど、複数の働き方

ができることも重要。その感覚で、天草では、複業など、いろいろな働き方ができるこ

とが実現し、分かりやすく示せていると、もう一段魅力を増すことにつながる。そのよ

うな観点は、総合戦略ではどこにあるのか、または子育てしながら働きやすいなどのテ

ーマ性をもって検討することを考えているのかなど伺いたい。 

事務局：子育てに特化した部分で書き込んでおり、会長がおっしゃるような働き方や複業までは

切り込んでいないが、本市の子育て支援のサービスは次ページまで取り組んでいる事業

があるくらい非常に充実した内容になっている。また、合計特殊出生率も市独自推計で

は１．９くらいまで上がっている。地方創生に取組んだ当初は１．８程度だったため、

これまでの環境整備が影響しているものと考えている。ここに、会長がおっしゃる働き

方や複業またＵターンまでここにつなげてしまうのか、またはＵターンの事業の中でパ

ッケージ化していったほうが良いのかなと思いながらお聞きしていたが、ここに働き方

などを入れたほうが良いということになるか。 

会 長：好循環を促せる働き方も含めたパッケージが必要。子育て世代の方にとっての必要性や、

生涯活躍の中での生業のあり方、移住や定住のテーマとして多様な働き方が可能という

ことなど、様々な観点での活用があり得るため、行政の部署としてどこがどう関わるか

は事務局の皆さんの判断になるが、こういった働き方から好循環を促す観点があまりみ

えない。その部分についてはどう考えているか。 

事務局：企業誘致等の促進による雇用創出において、多様な働き方について記載している。現在、

企業誘致における事業所がテレワーク事業をされている。テレワークを推進する際、子

育てや介護など働き方に制限がある方が、空いた時間に働けるように取り組んでいる。

まだ、多くの方が働いているという段階には至っていないが、このような形で多様な働

6



き方ができるよう取り組んでいきたい。もう少し具体的に記載すべきかどうかについて

は検討する必要があるかもしれないが、施策としてはこのような形で進めている。 

会 長：どこかだけに記載がある、というのも１つだが、総合戦略では、各所での記載もあって

も良いと思う。子育て中の方の希望に応えられる取組みは、子育て分野の施策になる。

逆に言うと企業誘致の箇所ににしか記載しないのであればチャンスを逃してしまうこ

とになる。農林水産業でも多様な働き方ができればそれだけこの地域で活躍したいと思

う方が増えるであろう。多様な働き方を前提に、起業・創業の支援をアマビズでやるな

ど、各所に記載があり総合的に取り組んだほうが効果が出やすい。 

事務局：女性の方が働きやすいということでの具体的な事業名を羅列していないが、今までの審

議内容をお聞かせいただいた中でも、やはり企業との関係性、企業が求める従業員、働

き方も含め検討していかなければと考えている。また、例えば保育所の対応など女性を

支えるためのサービスの充実は、事業の中で出来るものと考えている。新規事業として、

「地域貢献活動等推進事業」を掲載している。地域貢献ということで、高齢者を含めた

それぞれの人が地域の中で活躍できるような仕組みづくりができないのかということ

の意味合いを持ったネーミングにしている。現在企業インタビューをしており、その中

で子どもを含め母親への支援の在り方について疑問を持っている企業もあるため、現場

の声を聴きながら、課題と現状を整理し、総合的な体制・支援ができるような戦略を検

討していく。 

会 長：いろいろな声を聴くことは重要ではあるが、インタビュー結果をまってから検討するの

だと、いま検討している総合戦略の記載には間に合わないので、調査をする前から気付

いていることやしながら見えてきていることもあると思うので、今の段階で、どんどん

反映してもらいたい。 

また、女性だけが子育てしているわけではないことに注意していただきたい。イクメン

などという言い方をするように、パートナーの方も役割を担っており、より協力しやす

い環境にあることが必要。例えば「イクボス宣言」の企業が増えているように、男性が

子育てすることに関しても理解しているという地域であれば、ここで子育てしてみよう、

挑戦してみよう、ということになりやすい。そのため、あえてそのことに触れたほうが

良いのではないかと思う。 

事務局：企業との一体的な仕組みそのものがどのようなやり方がよいのかということも含め、今

年度模索しており、それぞれの企業からアイデアをいただきながら検討していく。 

会 長：その結果は、今回の総合戦略に反映させる必要がある。 

④基本目標４ 

事務局より基本目標４の概要について説明 

委 員：質問ではなくお礼になる。１０月の会議の際、路線バスの廃止に伴い乗合タクシーにつ

いて質問したところ、早速説明に来ていただいた。住民の方々は高齢化しているため、

今後も対応していただきたい。この場を借りてお礼を申し上げたい。 

委 員：１週間ほど前に県外の若い方を１名採用した。実家がある出身地に帰らないのかと質問

したところ、天草以上の地域はなく出身地に帰るつもりはないとの話しをされた。給料

の三分の一は家賃で消えるが、それでも天草は本当に人が優しく自然があり、カフェも

点在しているため、非常に気に入っているとのこと。生活している自分たちが、天草の

素晴らしを教えていただいた。このような方たちの声をもっと住民の方に発信できれば

と感じた。 

会 長：基本目標４は「市民が誇りを持ち安心して暮らせる地域をつくる」となっており、まさ

しくそのようなことであり、気付くことは多いと思う。天草を好きで来ている方から聞

くと、改めて気付くこともあり、だからこそこういうことをやろうなど、協力し合うこ

とにつながる。全体的にどのようなことをやると、皆さんがより誇りを持てるのかとい

7



うことが重要なテーマになる。 

事務局：健康など環境づくりの内容しか入っていないため、市民が誇りに思うというテーマをこ

の中で書き込んでみたい。確かにいろいろな場面で天草の人は良いという感想があるの

も事実であるため、どのような形で書き込むかは情報発信も含め、考えていきたい。 

会 長：今回策定するタイミングで考えていただきたい。地域の愛着につながることも同じかも

しれないので、検討していただきたい。 

委 員：スポーツ関係やいろいろな大会を誘致して天草に来てもらうことは非常に良いことだが、

帰りの大渋滞がせっかくの良い思い出を台無しにしてしまう。令和５年に第二瀬戸大橋

の開通を知事が明言されたため架かるだろうと思うが、完成した際、五間道路の多い信

号を何とかできないか。交通に詳しい方はノウハウを持っていると思うので、交通の体

系システムを構築していただくと、今後いろんなイベントや大会などやりやすい。また、

大量輸送機関である船がなくなったため、体系としてもう一度考えていただければあり

がたい。 

事務局：渋滞の解消・緩和は、道づくりの最大の目標である。幹線道路は着実に進んでいる状況

であるが、地理的な要因がありなかなか渋滞が緩和せず、特に島外の方からの評価が低

いことは認識しているため、全体的な解消につながるような方向にもっていきたい。 

委 員：関係する資料をいただけないか。 

事務局：国土交通省の交通センサスや県の交通量調査のデータについては案内できるかと思う。 

会 長：目標にある地域で暮らし続けるには何が必要なのか、課題を設定しながら長期的または

すぐ取り組めることは何なのかを検討することが必要。 

 その他 

会 長：あとで気付くこともあるかもしれないので、後日でも何かあれば事務局に連絡をするこ

ととしたい。短期的であれば総合戦略への反映など対応できるはずである。なお、総合

戦略策定の進め方は、この会議では様々な意見を出していただき、その意見を踏まえつ

つ、いろいろな観点や調査をしていただき、事務局の判断でまとめるものになっている。

戦略は策定時だけでなく取り組む中で課題等も考慮しながら推進していくため、適宜ご

指摘をいただきながら、事務局とやりとりして進めていただきたい。また、実践につな

げる中でこんなことをやった方がよい、やりたいなど、事務局が調整や仲介となってい

ただけると思うので、お声掛けいただければと思う。ほかに意見はないか。 

<意見なし> 

会 長：本日の議題は以上。事務局からお知らせはないか。 

事務局：本日配布している中学卒業後の進路についての資料は、回収させていただく。 

会 長：このような資料の数値から、出ていく人が多い状況を確認すると、意識的なＵターン施

策をやっていくことが必要で、戻るきっかけづくりが大切ということにもなる。また、

天草の高校が魅力的になっていくことで、地域に定着しやすく、地域の活力にもなって

いくことも求められる。この資料に関して意見はないか。 

<意見なし> 

以上 
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